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特長 概要

LTC®1261は、単一正電源から安定化された負電圧を供給
するように設計されたスイッチト・キャパシタ電圧インバータ
です。LTC1261CSは単一3V～8V電源で動作し、–1.25V

から–8Vの可変出力電圧を供給します。内蔵抵抗列により、
LTC1261CSは外付け部品なしで、–3.5V、–4V、–4.5V、または
–5Vの出力電圧に構成することができます。LTC1261CS8は
5V以上の電源を使用するアプリケーションまたは低出力電圧
を必要とするアプリケーション用に最適化されています。1個
の0.1μFの外付けコンデンサしか必要なく、8ピンのSOパッ
ケージで可変出力電圧または固定出力電圧オプションを提供
します。LTC1261CSには、入力電圧に応じて、1個または2個
の0.1μFの外付けコンデンサが必要です。両方のバージョンと
も、追加の外部入力および出力バイパス・コンデンサが必要に
なります。ADJ/COMPにオプションの補償コンデンサを使用し
て、出力電圧のリップルを低減することができます。

LTC1261の各バージョンは、5%の出力レギュレーションを保証
しながら最大12mAの出力電流を供給します。LTC1261には、
出力が設定された電圧値の5%以内のときに“L”になるオープ
ンドレインのREG出力を備えています。出力リップルは標準で
最低5mVです。静止電流は通常動作時には標準で600μA、
シャットダウン時には標準で5μAになります。

LTC1261は14ピン・ナロー・ボディSOパッケージおよび8ピン
SOパッケージで供給されます。

アプリケーション

n 単一正電源から安定化された負電圧を発生
n 3V電源から安定化された–5Vを供給
n 出力がレギュレーション中であることを示すREGピン
n 低出力リップル：5mV（TYP）
n	 電源電流：600μA（TYP）
n シャットダウン・モードでは電源電流が5μAに減少
n 最大15mAの出力電流
n 可変または固定出力電圧
n 3または4個の外付けコンデンサのみ
n SO-8パッケージで供給

n	 GaAs FETバイアス発生器
n 負電源発生器
n バッテリ電源機器
n 単一電源アプリケーション
L、LT、LTC、LTM、Linear TechnologyおよびLinearのロゴ はリニアテクノロジー社の登録商
標です。その他全ての商標の所有権は、それぞれの所有者に帰属します。

Power Validを使用した–4V発生器
Power Validを使用した–4V発生器の波形

スイッチト・キャパシタ・ 
安定化電圧インバータ

標準的応用例 

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
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無鉛仕上げ テープアンドリール 製品マーキング* パッケージ 温度範囲
LTC1261CS8#PBF LTC1261CS8#TRPBF 1261 8-Lead Plastic S0 0°C to 70°C
LTC1261IS8#PBF LTC1261IS8#TRPBF 1261 8-Lead Plastic S0 –40°C to 85°C
LTC1261CS8-4#PBF LTC1261CS8-4#TRPBF 12614 8-Lead Plastic S0 0°C to 70°C
LTC1261CS8-4.5#PBF LTC1261CS8-4.5#TRPBF 126145 8-Lead Plastic S0 0°C to 70°C
LTC1261CS#PBF LTC1261CS#TRPBF LTC1261CS 14-Lead Plastic S0 0°C to 70°C
さらに広い動作温度範囲で規定されるデバイスについては、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。*温度グレードは出荷時のコンテナのラベルで識別されます。
非標準の鉛仕上げの製品の詳細については、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。
無鉛仕上げの製品マーキングの詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/をご覧ください。 
テープアンドリールの仕様の詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/をご覧ください。
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TJMAX = 150°C, θJA = 150°C/W
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TJMAX = 150°C, θJA = 110°C/W

絶対最大定格
電源電圧（Note 2） ................................................................. 9V
出力電圧（Note 5） ......................................................... 0.3V～–9V
全電圧、VCC～VOUT（Note 2） ................................................... 12V
入力電圧
 SHDNピン ............................................... –0.3V～（VCC＋0.3V）
 REGピン ................................................................. –0.3V～12V 

ADJ、R0、R1、RADJ ....................（VOUT−0.3V）～（VCC＋0.3V）

（Note 1）

出力短絡時間 ......................................................................無期限
コマーシャル温度範囲（Note 7） ....................................0°C～70°C
インダストリアル温度範囲（Note 7） .........................–40°C～85°C
保存温度範囲 .......................................................–65°C～150°C
リード温度（半田付け、10秒） ............................................... 300°C

ピン配置

発注情報

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/
http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/
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SYMBOL PARAMETER CONDITIONS
0°C ≤ TA ≤ 70°C

–40°C ≤ TA ≤ 85°C 
(Note 7)

UNITSMIN TYP MAX  MIN TYP MAX 

VREF Reference Voltage l 1.20 1.24 1.28 1.20 1.24 1.28 V

IS Supply Current No Load, SHDN Floating, Doubler Mode 
No Load, SHDN Floating, Tripler Mode 
No Load, VSHDN = VCC

l 

l 

l

600 
900 
5

1000 
1500 
20

600 
900 
5

1500 
2000 
20

µA 
µA 
µA

fOSC Internal Oscillator Frequency 550 550 kHz

PEFF Power Efficiency 65 65 %

VOL REG Output Low Voltage IREG = 1mA l 0.1 0.8 0.1 0.8 V

IREG REG Sink Current VREG = 0.8V, VCC = 3.3V 
VREG = 0.8V, VCC = 5.0V

l 

l

5 
8

8 
15

5 
8

8 
15

mA 
mA

IADJ Adjust Pin Current VADJ = 1.24V l 0.01 1 0.01 1 µA

VIH SHDN Input High Voltage l 2 2 V

VIL SHDN Input Low Voltage l 0.8 0.8 V

IIN SHDN Input Current VSHDN = VCC l 5 20 5 25 µA

tON Turn-On Time IOUT = 15mA 500 500 µs

ダブラ・モード。注記がない限り、VCC＝5V ±10%、C1＝0.1µF、C2＝（Note 4）、COUT＝3.3µF

∆VOUT Output Regulation (Note 2) –1.24V ≥ VOUT ≥ –4V, 0 ≤ IOUT ≤ 8mA 
–1.24V ≥ VOUT ≥ –4V, 0 ≤ IOUT ≤ 7mA 
–4V ≥ VOUT ≥ –5V, 0 ≤ IOUT ≤ 8mA (Note 6) 

l 

l

1 
 
2

5  
1 
2

 
5

% 
% 
%

ISC Output Short-Circuit Current VOUT = 0V l 60 125 60 125 mA

VRIP Output Ripple Voltage IOUT = 5mA, VOUT = –4V 5 5 mV

LTC1261CSのみ。トリプラ・モード。注記がない限り、VCC＝2.7V、C1＝C2＝0.1µF（Note 4）、COUT＝3.3µF

∆VOUT Output Regulation –1.24V ≥ VOUT ≥ –4V, 0 ≤ IOUT ≤ 5mA l 1 5 1 5 %

ISC Output Short-Circuit Current VOUT = 0V l 60 125 60 125 mA

VRIP Output Ripple Voltage IOUT = 5mA, VOUT = –4V 5 5 mV

LTC1261CSのみ。トリプラ・モード。注記がない限り、VCC＝3.3V ±10%、C1＝C2＝0.1µF（Note 4）、COUT＝3.3µF

∆VOUT Output Regulation (Note 2) –1.24V ≥ VOUT ≥ –4.5V, 0 ≤ IOUT ≤ 6mA 
–4.5V ≥ VOUT ≥ –5V, 0 ≤ IOUT ≤ 3.5mA

l 

l

1 
2

5 
5

1 
2

5 % 
%

ISC Output Short-Circuit Current VOUT = 0V l 35 75 35 75 mA

VRIP Output Ripple Voltage IOUT = 5mA, VOUT = –4V 5 5 mV

LTC1261CSのみ。トリプラ・モード。注記がない限り、VCC＝5V ±10%、C1＝C2＝0.1µF（Note 4）、COUT＝3.3µF

∆VOUT Output Regulation –1.24V ≥ VOUT ≥ –4V, 0 ≤ IOUT ≤ 12mA 
–4V ≥ VOUT ≥ –5V, 0 ≤ IOUT ≤ 10mA

l 

l

1 
2

5 
5

1 
2

5 
5

% 
%

ISC Output Short-Circuit Current VOUT = 0V l 35 75 35 75 mA

VRIP Output Ripple Voltage IOUT = 5mA, VOUT = –4V 5 5 mV

電気的特性 ●は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA＝25°Cでの値。注記がない限り、VCC＝3V～6.5V。

Note 1：絶対最大定格に記載された値を超えるストレスはデバイスに永続的損傷を与える可
能性がある。長期にわたって絶対最大定格条件に曝すと、デバイスの信頼性と寿命に悪影響
を与える可能性がある。
Note 2：デバイスのピンに流れ込む電流はすべて正。デバイスのピンから流れ出す電流は全
て負。注記がない限り、すべての電圧はグランドを基準にしている。
Note 3：すべての標準値はTA＝25°Cでの値。
Note 4：C1＝C2＝0.1µFはこの仕様がトリプラ・モードに適用されることを意味する。このモードで
はC1+とC1–の間にC1を接続し、C2+とC2–の間にC2を接続した状態でVCC – VOUT＝3VCCとなる 

（LTC1261CSのみ。LTC1261CS8はトリプラ・モードの接続は不可）。C2＝0は、VCC – VOUT＝2VCC 
となるダブラ・モードを意味する。これは、LTC1261CSでは、C1–とC2+をフロート状態とし、 

C1をC1+とC2–の間に接続することを意味する。ダブラ・モードのLTC1261CS8では、C1をC1+

とC1–の間に接続し、C2ピンは存在しない。
Note 5：出力を–7Vより低い電圧に設定すると、5V電源で絶対最大定格を超える。5Vより高い
電圧の電源を使う場合、出力電圧は、VCC – 12Vを超える値に設定してはならない。
Note 6：出力電圧が–4.5Vより低い場合、LTC1261はデューティサイクルが50%に達し、重負荷
時や低入力電圧時に安定化状態を維持できなくなる恐れがある。出力が–4.5Vより低くなると、
安定化せずに入力に追従する。
Note 7：LTC1261Cは0°C～70°Cの温度範囲で仕様に適合することが保証されている。また、
インダストリアル温度範囲で仕様に適合するように設計され、特性が評価されており、仕様
に適合すると予想されるが、–40°C～85°Cの温度範囲ではテストされない。LTC1261IS8は
–40°C～85°Cの温度範囲で仕様に適合することが保証されている。

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
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標準的性能特性（テスト回路参照）

最大出力電流と電源電圧 電源電流と電源電圧 電源電流と温度

出力電圧と出力電流
出力電圧（ダブラ・モード）と 
電源電圧

出力電圧（トリプラ・モード）と 
電源電圧

ダブラ・モード

トリプラ・モードテスト回路

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
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ピン機能
NC（ピン1/NA）：内部では接続されていません。

C1+（ピン2/ピン2）：C1の正入力。C1+とC1–間に0.1μFのコ
ンデンサを接続します。LTC1261CSがダブラ・モードのとき
には、0.1μFのコンデンサをC1+からC2–に接続します。

C1–（ピン3/ピン3）：C1の負入力。C1+からC1–に0.1μFのコ
ンデンサを接続します。LTC1261CSがダブラ・モード専用の
場合は、C1–をフロートにしなければなりません。

C2+（ピン4/NA）：C2の正入力。トリプラ・モードでは、C2+

からC2–に0.1μFのコンデンサを接続します。このピンは
LTC1261CSでは、トリプラ・モードでのみ使用されます。ダブラ・
モードでは、フロートにしておかなければなりません。

C2–（ピン5/NA）：C2の負入力。トリプラ・モードでは、C2+から
C2–に0.1μFのコンデンサを接続します。ダブラ・モードでは、
C1+からC2–に0.1μFのコンデンサを接続します。

GND（ピン6/ピン4）：グランド。低インピーダンス・グランドに接
続します。グランド・プレーンを使用すれば、レギュレーション・
エラーが小さくなります。

R0（ピン7/NA）：内部抵抗列の第1タップ。内部抵抗列のピン
接続対出力電圧に関する情報については、アプリケーション
情報セクションの表2を参照してください。

R1（ピン8/NA）：内部抵抗列の第2タップ。

RADJ（ピン9/NA）：内部抵抗列出力。内部抵抗分圧器を使用
するには、このピンをADJに接続します。内部抵抗列のピン接
続対出力電圧に関する情報については、アプリケーション情
報セクションの表2を参照してください。

ADJ（固定出力バージョンではCOMP）（ピン10/ピン5）：出力
可変 /補償。可変電圧デバイスでは、このピンを使用して出力
電圧を設定します。出力を安定化させるためには出力電圧は抵
抗分圧器で分割してこのピンに帰還させなければなりません。
抵抗分圧器は外付けしてもよく、また必要な出力電圧を供給
できれば内部分圧器列を使用することができます。アジャスト・

（CS/CS8）

ピンのバイアス電流に起因する誤差を小さくするために、抵抗
列は出力から標準で10μA以上を流します。固定出力デバイ
スの場合、このピンにはパッケージ内部で内部抵抗列が接続
されているため、必要があればこのピンを使用して出力電圧を
トリムすることができます。また、オプションで帰還補償ピンと
しても使用でき、可変電圧デバイスおよび固定出力電圧デバ
イスの両方でのリップルを低減できます。補償と出力リップル
の詳細については、アプリケーション情報セクションを参照し
てください。

OUT（ピン11/ピン6）：負電圧出力。このピンは1μF以上のコ
ンデンサでグランドにバイパスしなければなりません。出力リッ
プルを規定値に抑えるには、最低3.3μFにしなければなりませ
ん。出力コンデンサの容量が出力リップルに大きく影響します。
詳細については、アプリケーション情報セクションを参照して
ください。

REG（ピン12/ピン7）：このピンは、出力電圧が設定された電
圧の5%以内のときに“L”になるオープンドレイン出力です。
5V電源で8mAをグランドにシンクします。外部回路でプル
アップを行わないと、REGは“H”になりません。REGの電圧
がVCCを超える可能性がありますが、グランドから12Vの電
圧にプルアップしても損傷を受けません。

SHDN（ピン13/ピン8）：シャットダウン。このピンがグランド・
レベルのとき、LTC1261は通常どおり動作します。SHDNがフ
ロートになっている場合は、内部5μAプルダウンによって“L”
に保持します。SHDNを“H”にプルアップすると、LTC1261

はシャットダウン・モードに入ります。シャットダウン時には、
チャージポンプが停止し、出力は0Vになり静止電流は標準
5μAに減少します。

VCC（ピン14/ピン1）：電源。3Vから6.5Vまで入力電圧が必
要です。出力電圧と動作モードの特定の組合せには、入力電
圧に対して別の制約が課される場合があります。VCCはチッ
プの近くに最低0.1μFのコンデンサを取り付けて、グランドに
バイパスしなければなりません。詳細については、アプリケー
ション情報セクションを参照してください。

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
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動作モード
LTC1261はチャージャ・ポンプを使用して、元の入力電圧より
高いまたは低い値に安定化可能な、負の出力電圧を発生させ
ることができます。LTC1261には、正電源電圧と同じまたは小
さい負出力を供給可能な「ダブラ」反転モードと、元の正電圧
より大きいまたは小さい負出力電圧を供給可能な「トリプラ」
反転モードの2種類の動作モードがあります。トリプラは多様
性に優れ、入力範囲も広くなっていますが、4個の外付けコン
デンサと14ピン・パッケージが必要です。ダブラはSO-8パッ
ケージで供給され、わずか3個の外付けコンデンサしか必要
ありません。

ダブラ・モード
ダブラ・モードでは、LTC1261は電源電圧までの負出力電
圧を生成し、VCCと最大2×VSのOUT間の出力電圧を発生
します。ダブラ・モードでは、LTC1261は1個のフライング・
コンデンサを使用して入力電源電圧を反転し、スイッチ・サ
イクルの間で出力電圧を出力バイパス・コンデンサに蓄積し
ます。LTC1261CS8は常にダブラ・モードに構成されており、
1組のフライング・コンデンサ・ピンしかありません（図1a）。
LTC1261CSは、C1+とC2–ピンの間に1個のフライング・コンデ
ンサを接続すれば、ダブラ・モードに構成することができます。
C1–とC2+はフロートさせておかなければなりません（図1b）。

トリプラ・モード
LTC1261CSはトリプラ・モードで使用すると、電源電圧の2

倍までの負出力電圧を発生させることができます。つまり、
VCCピンとOUTピン間の全電圧は最大3×VSにすることがで
きます。たとえば、トリプラ・モードを使用すれば、単一3.3V

正電源から–5Vを生成することができます。トリプラ・モード
では、2個の外付けフライング・コンデンサが必要です。1個
のコンデンサはC1+とC1–の間に接続し、もう1つのコンデ
ンサはC2+とC2–間に接続します（図1c）。このモードではか
なり高い電圧を発生させることができるため、全入力－出力
電圧が12Vを超えないよう注意しなければなりません。そう
しないと、LTC1261が損傷するおそれがあります。ほとんどの
アプリケーションでは、出力電圧がレギュレーション・ループ
によってチェックされますが、トリプラ・モードでは電源電圧が
4Vを超えると、またダブラ・モードでは電源電圧が6Vを超え

ると損傷する可能性があります。入力電圧が上昇すると許容
出力電圧が低下し、8.5V電源では最終的に–4Vに達します。
この問題を防止するために、高い入力電源電圧を使用すると
きは、可能ならばダブラ・モードを使用してください。
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動作原理
LLTC1261のブロック図を図2に示します。LTC1261の心臓
部は、点線の枠で示すチャージポンプ・コアです。チャージポ
ンプはVCCとグランド間に接続されたフライング・コンデンサ
を最初に充電して、負の出力電圧を発生します。次に、フライ
ング・コンデンサの各トップを重ね合わせて、スタックのトップ
をグランドに接続します。これにより、スタックのボトムが負電
圧になります。フライング・コンデンサの電荷は出力バイパス・コ
ンデンサに送られ、出力電圧が負になるまで充電し続けます。
このプロセスは内部クロックによってドライブされます。

図2にトリプラ・モードに構成したチャージポンプを示します。
クロックを“L”にすると、C1とC2はS1、S3、S5、およびS7によっ
てVCCまで充電されます。クロックの次の立上りエッジでは、
S1、S3、S5、およびS7が開き、S2、S4、およびS6が閉じて、C1

とC2は互いのトップがスタック状になります。S2はC1+をグラ
ンドに接続します。S4はC1–をC2+に接続し、またC2–はS6に
よって出力に接続されます。C1とC2に充電された電荷はCOUT

に転送され、それを負電圧に設定します。ダブラ・モードは、 
C1+とC2–の間に1個のフライング・コンデンサ（C1）が接続さ
れることを除いて同様に動作します。ダブラ・モードでは、S3、
S4、およびS5は何も意味のあることは行いません。C1は最初
にS1とS7によって充電され、次にS2とS6によって出力に接
続されます。

アプリケーション情報

図1.フライング・コンデンサの接続
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出力電圧はCOMP1によってモニタされ、COMP1がADJ（固
定出力デバイスではCOMP）で出力分圧の反復を内部基準と
比較します。サイクルの初めにはクロックが“L”であり、AND

ゲートの出力を“L”にして、フライング・コンデンサを充電し
ます。クロックの次の立上りエッジでRSラッチがセットされ、
チャージポンプが電荷をフライング・コンデンサから出力コン
デンサに転送するように設定します。出力が設定点より低い
限り、COMP1は“L”を保持し、ラッチはセットされたままです。
チャージポンプは、クロック信号の完全な50%デューティ・サ
イクルで動作し、ANDゲートを通過します。出力が設定電圧
に達し、分圧信号がOUTを基準とする内部1.24V基準を超
えるとCOMP1がトリップします。これがRSラッチをリセットし、
クロック・パルスを短縮し、出力コンデンサに転送される電荷
が低下して、出力電圧が安定化されます。出力が設定点を超
えると、COMP1が“Ｈ”を保持し、RSラッチを禁止してチャー
ジポンプをディスエーブルします。

COMP2もADJの分圧信号をモニタしますが、これは主基
準電圧より5%低い1.18Vリファレンスに接続されています。
分圧された出力が、出力が設定値の5%以内にあることを
示すこの低い基準電圧を超えると、COMP2が“H”になって
REG出力トランジスタをターンオンします。このトランジスタは 

3.3V VCCでは5mA、5V VCCでは8mAをシンク可能なオープン・
ドレインNチャンネル・デバイスです。このドレインは“オフ” 
状態（分圧出力がVREFより5%以上低い）のときは、損傷
することなく、VCCより高くプルアップでき、グランドより最大
12V高くすることができます。REG出力は出力電圧が、設定
点の電圧より5%だけ低い（すなわち、–5Vの設定点に対し
てはVOUT > –4.75V）かどうかを示すだけであることに注意
してください。出力電圧が設定点の電圧より高くなれば（す
なわち、出力を–5Vに設定したときは–6V）、REG出力は“L”
に保持されます。

アプリケーション情報

図2. ブロック図
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出力リップル
LT1261の出力リップルの要因は、クロック間での出力コンデ
ンサにおける電圧降下とレギュレーション・ループの周波数
応答の2つです。電圧降下は簡単に計算できます。550kHzの
標準クロック周波数を使用した場合、出力コンデンサの電荷
は1.8μs毎に1回リフレッシュされます。負荷電流が15mAで、
出力コンデンサが3.3μFの場合、出力での電圧降下は次のよ
うになります。

 
 
ILOAD •

∆t
COUT







= 15mA •
1.8µs
3.3µF







= 8.2mV

出力に重い負荷が接続された場合、特に出力コンデンサの容
量が小さい場合には、大きなリップル成分が現れる可能性が
あります。絶対最小出力リップルが要求される場合は、10μF

以上の出力コンデンサを使用しなければなりません。

出力リップルのもう1つの主な要因は、レギュレーション・ルー
プの周波数応答です。LTC1261は、サイクル毎に出力コンデン
サに転送される電荷量を制限して出力電圧を安定化します。
出力電圧は、OUTピンとグランド間に接続される内部または
外部抵抗分圧器を通してADJピン（固定出力バージョンの
場合はCOMPピン）で感知されます。フライング・コンデンサ
が最初に出力に接続されると、出力電圧が急激に変化し始め
ます。出力電圧が設定点を超えるとすぐに、COMP1がトリップ
してチャージポンプの状態を切り替え、電荷の転送を停止さ
せます。コンデンサとスイッチのRC時定数は非常に短いため、
出力に即応できるようにするには、ADJピンは広いACバンド
幅をもっていなければなりません。ADJピンに外部寄生容量
があると、バンド幅が狭くなり、コンパレータがクロック・パル
スの終了時までに応答できなくなる可能性があります。これが
発生すると、コンパレータはいくつかのパルスを通過させ、過
補正を行って、出力が設定点以下に低下するまでチャージポ
ンプをディスエーブルします。これらの条件では出力は安定化
されたままですが、コンパレータが適正値を“追求”するため、
出力リップルが増加します。

これが発生しないようにするには、外付けコンデンサをADJ

（または固定出力部品のCOMP）からグランドに接続して、外
部寄生に対する補償を行って、レギュレーション・ループ・バン
ド幅を拡大します（図3）。内部リファレンスがグランドではな
くOUTを基準にして生成されること思い出すまでは、逆のこと
を想像しがちです。
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VOUT

ADJ/COMP

RESISTORS ARE
INTERNAL FOR
FIXED OUTPUT PARTS

LTC1261 • F03

R1 CC
100pF

TO CHARGE
PUMP

REF
+
–

帰還ループは実際には、グランドをその“出力”とみなすため、
補償コンデンサは、抵抗分圧器の“最上部”抵抗の両端に、ADJ

（またはCOMP）からグランドに接続しなければなりません。同
じ理由から、ADJ（またはCOMP）とVOUT間の容量が増えな
いようにしてください。この容量が増えると帰還ループが低速
になり、出力リップルが増加します。ADJまたはCOMPからグ
ランドに100pFのコンデンサを接続すると、ループはほとんど
の条件で適切に補償されます。

出力フィルタリング
非常に低い出力リップル（5mV以下）が要求される場合は、出
力フィルタを追加する必要があります。LTC1261は550kHzの
高いスイッチング周波数を使用しているため、出力リップルを
効果的にフィルタするために、出力にかなり低い値のRCまた
はLCネットワークを使用することができます。10Ωの直列出
力抵抗と3.3μFのコンデンサを使用すれば、出力リップルを
3mV以下に抑制することができます（図4参照）。これより大
きな容量のフィルタ・コンデンサを使用するか、またはLC出力
フィルタを使用すれば、出力リップルをさらに低減することが
できます。

アプリケーション情報

図3. レギュレータ・ループの補償
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コンデンサの選択

コンデンサ・サイズの決定
LTC1261の性能は接続されるコンデンサの影響を受けます。
LTC1261ではVCCピンとOUTピンの両方に、グランドへのバ
イパス・コンデンサが必要です。入力コンデンサは、LTC1261

の電源電流の大部分を供給し、フライング・コンデンサも充電
します。このコンデンサは可能な限りパッケージの近くに取り
付け、容量はフライング・コンデンサの最低5倍以上なければ
なりません。一般にセラミック・コンデンサで十分な性能を実
現できます。タンタル・コンデンサは、並列に最低0.1μFのセラ
ミック・コンデンサを接続しない限り、入力バイパスとしては使
用しないでください。チャージ・ポンプ・コンデンサは、ピーク
電流がLTC1261の内部スイッチで制限されるため、それほど
重要ではありません。ほとんどのアプリケーションでは、フライ
ング・コンデンサとして0.1μFを使用します。都合のよいことに
は、セラミック・コンデンサは最も一般的なタイプの0.1μFコン
デンサであり、この例では十分機能します。通常、最も簡単な
解決方法は、入力バイパス・コンデンサとフライング・コンデン
サの両方に、同じタイプのコンデンサを使用することです。

最大負荷電流が適切に規定されており、かつ出力リップルが
厳密か、あるいは入力ピーク電流を最小限に抑える必要があ
るアプリケーションでは、アプリケーションに合わせて、フライ
ング・コンデンサの容量を調整することができます。フライング・
コンデンサの容量を小さくすると、各クロック・サイクルで転送
される電荷量が低下します。これによって、最大出力電流も

制限されますが、各クロック・サイクルにおける出力での電圧
ステップのサイズも短縮されます。コンデンサ容量を小さくす
ると、VCCから流れ出す電流パルスも小さくなり、それによっ
てピーク電流が制限され、入力電源に対する要求も軽減され
ます。表1にフライング・コンデンサ対最大負荷容量の推奨値
を示します。

表1. TA＝25°C、VOUT＝–4Vの時の標準最大負荷（mA）とフ
ライング・コンデンサ容量
フライング・
コンデンサ
容量（μF）

最大負荷（mA）VCC=5V、 
ダブラ・モード

最大負荷（mA）VCC=3.3V、 
トリプラ・モード

0.1 22 20

0.047 16 15

0.033 8 11

0.022 4 5

0.01 1 3

出力コンデンサには次の2つの機能があります。まず、チャージ・
ポンプ・サイクルの半分で、負荷に出力電流を供給し、容量値
によっては出力リップル電圧を設定するのに役立ちます。出力
リップルに敏感でないアプリケーションでは、出力バイパス・
コンデンサ容量を最小1μFにまで小さくすることができます。
0.1μFのフライング・コンデンサで規定出力リップルを達成す
るには、出力コンデンサは最小3.3μFでなければなりません。
これより容量が大きい場合は、ターンオン時間は長くなりま
すが、さらにリップルを低減することができます。

出力コンデンサのESR

検討すべきもう1つの要素が出力コンデンサの等価直列抵抗
（ESR）です。出力コンデンサのESRが大き過ぎると、レギュ
レーション・ループが誤動作し、充電サイクルが早めに終了
するため、出力が強制的に低く保持される可能性があります。
チャージポンプが切り替わって出力を再充電すると、フライング・
コンデンサから出力コンデンサに短い電流サージが流れます。
この電流サージは全負荷条件では、100mAときわめて高くなる
可能性があります。標準的な3.3μFタンタル・コンデンサは1Ωま
たは2ΩのESRをもっています。つまり、100mA×2Ω＝200mV 

です。出力が設定点から200mVの範囲内にある場合は、この
余分な200mVサージが帰還コンパレータをトリップして、充

アプリケーション情報

図4. リップルを3mV以下に抑制する出力フィルタ
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電サイクルを終了させます。パルスは瞬時に消え、コンパレー
タは正常な状態に戻りますが、チャージポンプはRSラッチに
よって、次のクロック・エッジまでは応答できなくなります。その
ため、このような条件では、チャージポンプが非常に高い周波
数で発振することはできません。また、帰還ループは出力の平
均値ではなく、スパイクの先端を基準にして安定化するため、
出力誤差が生じます（図5）。その結果、出力電圧は、あたかも
出力と直列にCESR×（IPK/IAVE）Ωの抵抗を接続したかのご
とく動作します。この影響を回避するには、大容量出力コンデ
ンサと並列に0.1μFのセラミック・コンデンサを接続しなければ
なりません。セラミック・コンデンサは、高周波スパイクを「吸収」
して、帰還ループが誤動作しないようにします。他方、より容
量が大きいが低速なタンタルまたはアルミ出力コンデンサは、
チャージ・サイクル間に負荷に電流を供給します。
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VOUT
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VOUT
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VSET

COMP1
OUTPUT

VOUT

LTC1261 • F05

フライング・コンデンサのESRでは同じ状況が発生することは
ありません。事実、ピーク電流を抑え、スパイクの振幅を小さ
くして状況を改善できることも実際にはよくあります。必ずしも
フライング・コンデンサのESRを大きくすればよいものではあ
りませんが、RCの時定数がクロック周期の1/2（コンデンサが
最大デューティ・サイクルで電荷を共有しなければならない時
間）に近づくと、LTC1261の出力電流容量が低下し始めます。
0.1μFのフライング・コンデンサを使用した場合、最大全直列
抵抗は次のようになります。

 
 

1
2

tCLK
CFLY







= 1
2

1
550kHz





 / 0.1µF = 9.1Ω

この抵抗の大半はすでに、LTC1261の内部スイッチによって
供給されています（特にトリプラ・モードで）。フライング・コン
デンサのESRが1Ωまたは2Ω以上になると、最大負荷時のレ
ギュレーションに影響し始めます。

抵抗の選択
LTC1261の固定出力バージョンでは抵抗の選択は簡単です。
つまり、抵抗は必要ありません。可変電圧デバイスに適切な
抵抗を選択するのもそれほど難しくはありません。抵抗分圧器
を使用して出力の信号を分圧し、ADJピンがVOUTを基準に
して1.24Vになるようにします（図6）。LTC1261ではグランド
を基準とする負のリファレンスではなく、VOUTを基準とする
正のリファレンスを使用しています（図2に接続を示します）。
抵抗を接続するときは、このことを忘れないでください。最初
の出力が期待したものでない場合は、この2本の抵抗を入れ
替えてみてください。

LTC1261
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*LTC1261CS8
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VOUT = –1.24V

R2
R1 + R2

R2

ADJ

OUT ( )

14ピンの可変電圧デバイスはビルトイン抵抗列を内蔵してお
り、R0、R1、およびRADJピンにオプションの異なるピン・スト
ラッピングを使用すれば、出力電圧の組合せを提供できます
（表2）。内部抵抗は概算で124k、226k、100k、および50kで
（図2参照）、–3.5V、–4V、–4.5V、そして–5Vの出力が得ら
れます。精密な分圧比を実現するために、慎重に抵抗をマッ
チングさせますが、絶対値はデバイスごとに大きく異なります。
出力電圧の精度が重要でない場合を除いては、1本の外付け
抵抗と内部抵抗の1つを使用して分圧器を構成するのは、あ
まり得策とはいえません。

アプリケーション情報

図5. 低ESRコンデンサ使用時と
高ESRコンデンサ使用時の出力リップル

図6. 外付け抵抗の接続

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261


LTC1261

11
1261fb

詳細：www.linear-tech.co.jp/LTC1261

表2. 内部抵抗分割器を使用したときの出力電圧
ピン接続 出力電圧

ADJ～RADJ –5V

ADJ～RADJ、R0～GND –4.5V

ADJ～RADJ、R1～R0 –4V

ADJ～RADJ、R1～GND –3.5V

ADJ～R1 –1.77V

ADJ～R0 –1.38V

ADJ～GND –1.24V

さらに、ADJピンをR0またはR1に接続し、内部抵抗のどれか
を短絡すれば、いくつかの半端な出力電圧も利用できます。
組合せの1つが希望の出力電圧であれば、必ずそれを使用し
てください。

内部抵抗値は可変電圧デバイス用のものであり、LTC1261の
固定出力バージョンでも同じです。必要なら、COMPピンから
OUTまたはグランドに外付け抵抗を接続して分圧比を変えれ
ば、出力電圧をトリムすることができます。可変電圧デバイス
の場合と同様に、内部抵抗の絶対値はユニット間で大幅に異
なる可能性があります。その結果、トリミングによって出力電圧
が変化すれば、出力電圧の精度が低下します。利用可能な固
定電圧とは別の高精度出力電圧が必要なときは、LTC1261の
可変電圧バージョンを使用し、高精度の外付け抵抗を使用す
るのが得策です。内部リファレンスは工場で1.24Vの3.5%以
内にトリムされています。1%の外付け抵抗を使用すれば、ワー
ストケース条件でも出力は標準値の5.5%以内に収まります。

LTC1261は内部で標準以外の固定出力電圧に設定すること
ができます。詳細については、弊社にお問い合せください。
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LTC1261
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TRANSMITTER
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+

アプリケーション情報

標準的応用例

3.3V入力、–4.5V出力のGaAs FETバイアス発生器

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
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POWER SWITCH

0.1µF
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5V
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10µF

LTC1261-4

GaAs
TRANSMITTER

1µF

+ +

5V入力、–4V出力のGaAs FETバイアス発生器

7セルから–1.24V出力のGaAs FETバイアス発生器

リップル1mV、5V入力、–4V出力のGaAs FETバイアス発生器

標準的応用例

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
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高電源電圧、–5V出力のGaAs FETバイアス発生器

最少デバイス数の–4V発生器

低出力電圧発生器 –5V電源電圧発生器

標準的応用例
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この回路はLTC1261CS8を使用して20mAで–1.24Vの出力
を発生します。この出力には312Ωの抵抗が接続され、電流 /

電圧変換を実行します。312Ωの抵抗に4mAの電流が流れる
と1.24Vが発生し、出力の正味電圧は0Vになります。312Ω
の抵抗に20mAの電流が流れると抵抗の両端に6.24Vが発
生し、出力の正味電圧は5Vになります。4mA～20mAのソー
スが8V以上の動作電圧を必要とする場合は、別電源から電

力を供給しなければなりません。LTC1261には、3V ≤ VS ≤8V 

の範囲の適当な電源から電力を供給することができます。
ショットキ・ダイオードは、シャットダウン時またはフォールト状
態でLTC1261が外部電源から損傷を受けるのを防止します。
LTC1261のリファレンスは3.5%にトリミングされていますが、
抵抗によって1%の不確実性が追加されるため、総合出力誤
差は4.5%になります。

6

5

2

3

LTC1261

OUT

ADJ

C1+

C1–

LTC1261 • TA11

1

8V

3.3µF

312Ω
1%

0.1µF

1N5817

4mA
TO 20mA
SENSOR

OPTIONAL
INPUT

PROTECTION
DIODES

–1.24V

4

1µF

0V TO 5V
±5%

VCC

GND

+

–

+

4mA～20mAから0V～5Vへ変換用の–1.24V発生器

標準的応用例
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.016 – .050
(0.406 – 1.270)

.010 – .020
(0.254 – 0.508)

× 45°

0°– 8° TYP
.008 – .010

(0.203 – 0.254)

SO8 REV G 0212

.053 – .069
(1.346 – 1.752)

.014 – .019
(0.355 – 0.483)

TYP

.004 – .010
(0.101 – 0.254)

.050
(1.270)

BSC

1 2 3 4

.150 – .157
(3.810 – 3.988)

NOTE 3

8 7 6 5

.189 – .197
(4.801 – 5.004)

NOTE 3

.228 – .244
(5.791 – 6.197)

.245
MIN .160 ±.005

.045 ±.005  
.050 BSC

.030 ±.005
 TYP

S8 Package
8-Lead Plastic Small Outline (Narrow .150 Inch)

(Reference LTC DWG # 05-08-1610 Rev G)

NOTE：
1. 寸法は

2. 図は実寸とは異なる
3. これらの寸法にはモールドのバリまたは突出部を含まない
モールドのバリまたは突出部は 0.15mm（0.006"）を超えないこと

4. ピン１は斜めのエッジかへこみのいずれか

（ミリメートル）
インチ

推奨半田パッド・レイアウト

パッケージ
最新のパッケージ図面については、http://www.linear-tech.co.jp/designtools/packaging/を参照してください。

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
http://www.linear-tech.co.jp/designtools/packaging/
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1

N

2 3 4

.150 – .157
(3.810 – 3.988)

NOTE 3

14 13

.337 – .344
(8.560 – 8.738)

NOTE 3

.228 – .244
(5.791 – 6.197)

12 11 10 9

5 6 7

N/2

8

.016 – .050
(0.406 – 1.270)

.010 – .020
(0.254 – 0.508)

× 45

0° – 8° TYP
.008 – .010

(0.203 – 0.254)

S14 REV G 0212

.053 – .069
(1.346 – 1.752)

.014 – .019
(0.355 – 0.483)

TYP

.004 – .010
(0.101 – 0.254)

.050
(1.270)

BSC

.245
MIN

N

1 2 3 N/2

.160 ±.005

.045 ±.005  
.050 BSC

.030 ±.005
 TYP

S Package
14-Lead Plastic Small Outline (Narrow .150 Inch)

(Reference LTC DWG # 05-08-1610 Rev G)

NOTE：
1. 寸法は

2. 図は実寸とは異なる
3. これらの寸法にはモールドのバリまたは突出部を含まない
モールドのバリまたは突出部は、0.15mm（0.006"）を超えないこと

4. ピン１は斜めのエッジかへこみのいずれか

（ミリメートル）
インチ

推奨半田パッド・レイアウト

パッケージ
最新のパッケージ図面については、http://www.linear-tech.co.jp/designtools/packaging/を参照してください。

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1261
http://www.linear-tech.co.jp/designtools/packaging/
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リニアテクノロジー・コーポレーションがここで提供する情報は正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は 
一切負いません。また、ここに記載された回路結線と既存特許とのいかなる関連についても一切関知いたしません。なお、日本語の資料は 
あくまでも参考資料です。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終的な確認は必ず最新の英語版データシートでお願いいたします。

改訂履歴　（改訂履歴は Rev B から開始）

Rev 日付 概要 ページ番号 

B 2/13 無鉛仕上げの製品番号を更新。
Iグレード・オプションを追加。

2
2、3



LTC1261

18
1261fb

 LINEAR TECHNOLOGY CORPORATION 2013

リニアテクノロジー株式会社
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-6紀尾井町パークビル8F  
TEL 03-5226-7291 ● FAX 03-5226-0268 ● www.linear-tech.co.jp

LT 0313 REV B • PRINTED IN JAPAN

1

2

3

4

8

7

6

5

SHDN

REG

OUT

ADJ

VCC

C1+

C2–

GND

100pF
LTC1261 • TA08

–0.5V BIAS
5.5%

10k

P-CHANNEL
POWER SWITCH

0.1µF

SHUTDOWN

5V

VBAT

3.3µF

LTC1261

GaAs
TRANSMITTER

42.2k
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製品番号 説明 注釈
LTC1550/LTC1551 低ノイズ、スイッチト・キャパシタ安定化電圧インバータ リップル1mV、リニア・レギュレータを使用した 

GaAs FETバイアス
LTC1429 クロック同期のスイッチト・キャパシタ安定化電圧インバータ GaAs FETバイアス
LT1121 シャットダウン機能付きマイクロパワー低ドロップアウト・  

レギュレータ
150mAでのドロップアウト電圧：0.4V 、低ノイズ、
スイッチト・キャパシタ安定化電圧インバータ

関連製品

標準的応用例
5V 入力、– 0.5V出力のGaAs FET バイアス発生器

http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1550
http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1551
http://www.linear-tech.co.jp/product/LTC1429
http://www.linear-tech.co.jp/product/LT1121

